
１妊産婦期

①妊産婦の歯科健康診査を実施していますか。

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
はい 6 7 7 12 12 11 14
いいえ 30 29 29 24 23 24 21

②妊産婦期の歯科健康指導を実施していますか。

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
はい 21 21 22 25 25 22 29
いいえ 15 15 14 11 10 13 6

③妊産婦自身の歯、口、食生活、歯口清掃等に関する情報とともに、胎児、乳児の歯の発育と母体の
　栄養等について指導を行っていますか。

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
はい 28 32 30 31 34
いいえ 7 4 5 4 1

④　①②③いずれも行っていない場合、実施が難しい理由をお答え下さい。（2012年回答）
  　                                                         
市町村
該当無し

２乳幼児期

①1歳6ヶ月歯科健康診査の前に歯科健康診査及び歯科保健指導を実施していますか

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
歯科健康診査のみ 0 0 0 0 0 0 0
歯科保健指導のみ 27 28 32 25 22 23 27

2 2 1 9 10 10 8
実施していない 7 6 3 2 3 2 1

②1歳6ヶ月から3歳児健診までに、歯科健康診査及び歯科保健指導を実施していますか

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
歯科健康診査のみ 2 1 2 0 0 0 0
歯科保健指導のみ 4 2 2 4 2 2 4

30 33 32 32 33 32 32
実施していない 0 0 0 0 0 1 0

③1歳6ヶ月歯科健康診査後、3歳児歯科健康診査までに歯科予防処置等を実施していますか

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
はい 12 12 19 17 25 23 24
いいえ 24 23 17 19 10 12 11

④3歳歯科健康診査の結果、貴市町村の一人平均むし歯数についてお答え下さい。
(本)

市町村 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
仙台市 1.72 1.53 1.30 1.30 1.24 1.05 1.02 0.92
大和町 1.60 1.94 1.90 1.55 1.10 1.66 1.17 1.13
大郷町 3.00 3.10 2.90 1.95 1.80 1.77 1.57 1.7
富谷町 1.23 1.41 0.94 0.81 1.02 0.97 0.94 0.86
大衡村 0.93 1.98 2.08 1.06 1.85 1.11 1.13 1.38
塩竈市 2.30 2.10 2.02 1.66 2.10 1.56 1.03 0.56
多賀城市 1.80 1.80 1.60 1.50 0.97 1.35 1.32 1.07
松島町 1.40 2.00 2.60 1.80 1.80 1.30 1.36 1.13
七ヶ浜町 2.50 2.10 1.78 1.72 1.40 1.39 1.23 1.02
利府町 2.00 1.80 1.80 1.68 1.34 1.08 0.92 0.77

両方同時

１歳６カ月前に関しては、歯の揃い方
等も不揃いなので、しっかりとした歯
科保健指導で十分と思われるが、３歳
児までの間では乳歯も生え揃い予防処
置も必要となってくる。３歳児健診に
おける一人平均むし歯数の減少、並び
にその後のむし歯数の減少を目指すた
めにはこの時期の診査、指導、予防が
重要と思われる。ここ６年で行政のほ
うでもだいぶ理解を示しているが、全
市町村で同じ指導ができるようにすべ
きである。

両方同時

妊婦健診モデル事業で2009には5市町が増えたが
2013年度でモデル事業は終了の予定。今後対策を
考える必要がある。

妊婦に対する健康指導も増加、母子手帳を出すと
きに行うことが多いがそれ以外にも時間をとるよ
うにしたい

委員会発行の冊子等を利用した指導をしたり、ま
た、市町村担当者への指導も必要と思われる

各市町村歯科保健事業実施状況アンケート経年のまとめ
（2006年～2012年実施分）
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名取市 1.56 1.49 1.22 1.40 1.23 0.99 1 0.7
岩沼市 1.50 1.50 2.10 1.43 1.06 1.07 0.72 0.98
亘理町 2.80 2.20 1.90 2.04 1.85 1.55 1.04 無回答
山元町 1.96 1.84 2.11 1.51 1.63 1.76
大河原町 2.25 2.10 1.92 1.79 1.43 1.35 1.61 1.29
村田町 2.26 2.30 2.22 1.47 1.14 1.08 1.16 0.84
柴田町 2.60 2.40 2.30 2.00 1.80 1.80 1.6 1.54
川崎町 3.67 2.74 2.40 1.85 2.70 1.76 0.94 2.07
白石市 2.50 2.60 2.20 2.08 1.64 1.47 1.83 1.55
蔵王町 3.17 1.97 1.95 2.37 2.40 1.70 2 1.54
七ヶ宿町 2.80 1.80 0.71 0.83 0.75 1.80 無回答 0.72
角田市 2.93 2.42 2.26 1.98 2.26 2.20 1.76 1.34
丸森町 2.90 2.00 1.80 2.22 1.74 1.80 1.83 1.3
石巻市 2.91 2.49 2.48 2.14 1.83 2.11 1.88 1.63

東松島市

旧矢本町
2.05
旧鳴瀬町
0.9

2.24 1.94 1.66 1.67 1.70 1.03 1.36

女川町 1.24 2.23 2.20 2.80 1.80 1.21 データなし 0.93
大崎市 2.17 2.85 2.38 2.60 2.20 1.77 1.66 1.46
色麻町 3.74 3.44 2.78 3.00 4.00 2.20 2.3 2.28
加美町 2.10 2.10 2.29 1.56 1.90 1.69 1.06 1.42
涌谷町 3.36 3.26 2.80 2.39 2.77 2.00 1.1 1.3
美里町 3.06 2.08 2.69 1.80 1.77 2.00 1.6 1.48
登米市 2.73 2.47 2.58 2.17 2.11 1.91 1.41 1.4
栗原市 2.81 2.17 2.65 1.79 1.91 1.52 1.63 1.29
気仙沼市 2.86 2.79 2.23 2.25 1.49 1.86 1.26 1.82
本吉町 3.50 2.26 1.70 2.10 2.23

南三陸町

旧志津川
3.14
旧歌津
5.1

3.46 3.81 3.47 2.61 2.70
震災によ
りデータ
流失

2.54

⑤3歳歯科健康診査受診後から就学時健康診断前の幼児について、歯科健康診査を実施していますか

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
はい 3 7 8 10 10 11 13
いいえ 33 29 27 26 25 24 22

⑥3歳歯科健康診査受診後から就学時健康診断前の幼児について、歯科保健指導を実施していますか

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
はい 16 18 14 18 18 17 20
いいえ 20 18 22 18 17 18 15

⑦3歳歯科健康診査後、歯科予防処置等の指導を実施していますか

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
はい 3 2 5 4 3 4 4
いいえ 33 34 31 32 32 30 31

⑧むし歯予防、減少にはフッ化物歯面塗布、フッ化物洗口が有効であるということを認識していますか。

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
はい 36 36 36 36 35 34 35
いいえ 0 0 0 0 0 1 0

⑨歯科保健事業の一環としてフッ化物応用（歯面塗布、洗口等）を行っていますか

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
はい 16 17 20 26 26 27 26
いいえ 20 19 16 11 10 8 9

フッ化物応用のむし歯予防処置が増えてきてい
る。

ほぼ横ばいの状況。健康診査、歯科保健指導セッ
トでの歯科口腔保健の活動が必要

就学時までの期間にむし歯が増加しないように対
策を立てていくことが必要。４，５歳児での対策
が急務。

市町村担当者がフッ化物応用が有効であると認識
している。歯科医師会としてしっかりと協力体制
を構築することが必要である。

健康診査を行っているところは徐々に増えている
が、健康診査を行いこの時期のむし歯の増加に注
しなければならない
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市町村
大郷町
富谷町

大衡村

七ヶ浜町

岩沼市

山元町
七ヶ宿町
色麻町

南三陸町

市町村

仙台市

大和町

大郷町

富谷町
大衡村

塩竈市

多賀城市

松島町

利府町

名取市

岩沼市

亘理町

理　由

⑪3歳児のむし歯対策についてお聞きします。歯科健康診査以外に取り組んでいることなど貴市町村の対策を
お知らせください（どの様なことでもいいので必ず記入願います）（2012年回答）

かかりつけ医での実施を指導しています

市内の歯科医師の協力を得るのが難しいため（健診での1回のみのフッ素塗布より、食習慣や
歯みがきの習慣など日ごろの予防指導に重点をおいている）

スタッフの確保が難しい
Ｈ24年度はできなかった、Ｈ25年度より進めていきたい
生活習慣の改善に重点をおいている

マンパワー不足。生活習慣の改善やブラッシング指導の優先度が高いため。
日程、会場、スタッフの確保が難しいため

フッ化物洗口（ミラノール）を勧奨していたが普及せず、3年前（H21年度）より身近で購入しやす
いフッ素入り歯磨き剤を1歳の歯科健診で無償配布し、歯科衛生士による個別のブラッシング指
導を行っている。また、フッ素入り歯磨き剤使用について、歯科医師が集団講話を行っている。

平成25年度に町内幼児施設においてフッ化物洗口を実施予定

・マタニティ歯科健診にて、歯科医師の講話や歯科衛生士による個別の歯科指導を行い、妊娠
中からむし歯予防を認識していただくよう努めている。
・歯科衛生士による集団教育を歯が生える前の３～4か月児健診から開始し、その後も6～7か月
児・1歳児・2歳児と毎回の健診や教室（半年毎）で集団教育または個別指導を行っている。
・1歳児の教室で家庭用フッ素ジェル体験をし、仕上げ磨き練習を集団指導している。
・2歳6か月児歯科健診でフッ素塗布を実施している。

健康日本21利府町計画の重点項目の1つとして歯科強化事業を平成19年度より実施している
・保育所、幼稚園、小学校、中学校への歯科指導
・母子手帳交付時の妊婦歯科指導及び妊婦対象教室での口腔チェックと歯科指導（下線部につ
いては現在震災の影響で会場がなく希望に応じて実施）
・幼児健診でのブラッシング指導及び受診勧奨
・健康相談（毎月1回）と訪問歯科指導の実施

7か月児相談での歯科保健指導の実施12回/年
・赤ちゃんの歯茎マッサージの実践指導
・赤ちゃん用歯ブラシの紹介
（目的）1歳前の歯の生え始めの頃は（歯茎がむずがゆいので）母子のスキンシップを兼ねて赤
ちゃんの機嫌の良い時間に指で心地よい歯茎マッサージを体験させながら、心地よい歯みがき
の習慣の練習（1日1回以上）

各健診において、むし歯状況に合わせた指導を行っている。特にむし歯の多い児やむし歯にな
りやすい食習慣の家庭には積極的に歯科衛生士、保健師、栄養士が個別指導を実施。

生活リズム、食べ方・物の選択について指導
6～7か月児相談にてブラッシング指導

⑩歯科保健事業の一環としてフッ化物歯面塗布、フッ化物洗口のいずれも行っていない場合、実施が難しい
理由をお答え下さい（2012年回答）

対　策
1歳6か月児健診、2歳6か月児歯科健診の結果、う蝕ハイリスク児を対象として、健診後1～2か
月後に電話・文書等による保健指導を実施し、望ましい歯科保健行動の実践を支援するととも
に「かかりつけ歯科医」による継続管理を目的とした受診を促しています。
子育てすこやか相談（育児相談事業、未就学児対象）1/M実施、歯科衛生士による個別指導

・2歳児健診時にRDテストを実施。
・3歳児健診でむし歯ゼロのお子さんの写真を広報誌に掲載。
・毎月18日をおおさと「よい歯の日」とし、適宜広報誌に掲載している。
・育児相談（月1回）で希望者に歯科相談を実施。

健診時パンフレット配布
3歳児健診でむし歯ゼロのお子さんを表彰、広報で紹介している。

・子育て支援センターと連携し、地域で実施する遊びの会（5～6か所）で歯科保健指導を年1回
実施
・7か月児健康相談時、全員に歯科保健指導を実施（年12回実221人）H23度震災のため年8回
実施
・市政だよりに歯科保健の記事掲載

・妊産婦期から歯科保健指導
・3～4ヶ月児健診、離乳食講習会で歯科保健指導
・2歳6ヶ月児歯科健診で、希望者にフッ素塗布を実施
・各健診時にフッ素についての情報提供
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山元町

大河原町

村田町

柴田町

川崎町

白石市

七ヶ宿町

角田市

丸森町

石巻市

東松島市

女川町

大崎市

色麻町

加美町

涌谷町

美里町

登米市

保健活動推進員による“こんにちは赤ちゃん訪問”事業
母親用の歯ブラシとパンフレットを地域の保健活動推進員により配布し新生児への歯科保健を
親の視点で働きかけている。
市内保育所従事者向け歯科研修会を実施。

母子手帳交付：むし歯の現状についてチラシの配布
4か月児健診：保護者に対する口腔ケアの啓発、口指遊び
7か月児離乳食相談：集団での仕上げ磨き指導
1才2か月児育児相談：歯科衛生士の口腔内観察、カリオスタット検査、集団での歯磨き指導
1才6か月児健診：フッ素ジェル塗布、保健指導
2才6か月児歯科健診：歯科健診、保健指導
3才児健診：フッ素洗口、むし歯の多い子の広報掲載、保健指導

3歳児健診でのむし歯のなかった子供を町の広報誌に掲載している

・市内子育てサークルや子育て支援センター、歯科相談の場を通して食生活や生活リズム、歯
みがきの大切さなと゜むし歯予防について啓発。保育所にて歯みがき教室を開催してむし歯予防
を啓発。
・保健師、看護師、栄養士、歯科衛生士、保育士等を対象に「子どものむし歯予防について」とい
う内容で歯科保健研修会を開催した。

パンフレット購入し配布（全受健者）
個別保健指導時に活用

保育所、幼稚園、遊びの広場等へのむし歯予防に関する話、ブラッシング指導

3歳児健診時に、歯科衛生士よりむし歯予防のポイント（むし歯になりやすい部位や歯みがきの
仕方など）を教えて頂いている。また、栄養の面からも栄養士が食べ方やジュースに含まれる砂
糖の量を示している（いずれも集団）

地区に歯科の現状を伝える
乳児健診、乳児食教室の時に保健指導
広報誌や有線放送での啓発
保健推進員研修での歯科保健講話

子育て支援センターに来所している保護者への指導や掲示コーナー、お便り等での啓発、地域
の健康教室等での啓発、学校保健委員会等での情報発信、保健推進員、食生活改善推進員等
のリーダー研修会で情報発信し、それぞれの地域での取り組み（事業等）で啓発している。又、
ふだん実施している母子保健事業の中でライフステージ毎にむし歯の情報を伝え、11か月～3歳
児健診においてブラッシング指導およびむし歯予防チェックリスト等実施し1人1人指導を行って
いる。

・妊娠期から、妊婦と産まれてくる子の口腔衛生の向上、かかりつけ歯科医をつくる事を目的に
妊婦歯科健診の実施
・妊婦教室、幼児健診や相談時に集団と個別指導の実施
・2歳児歯科健診時、希望者へ歯科医によるフッ化物塗布の実施
・子育てサークル等での歯科健康教育の実施。

・町内の幼稚園、こども園にて歯科指導を実施。年2回程度
・こども園のみ、年少～年長クラスを対象に毎週金曜日に歯みがきサポーターにて仕上げみが
きを実施
・児童教室で長期休暇中に歯みがき指導とフッ素洗口を実施

国保高齢受給者証交付の際の健康教育時、幼児（孫など）に対するおやつの与え方について、
むし歯予防にからめて指導している（月に1度実施）

保育所と連携したむし歯予防教室
健診後の個別指導の実施

・妊婦歯科健診
・3～5か月児健診、離乳食教室での歯科衛生士による健康教育
・1歳時に、おたんじょう相談を実施。その中でＲＤテストによる口腔状態確認とむし歯になりにく
いおやつ、飲み物の指導、ブラッシング指導を実施
・1歳6か月児、2歳6か月児歯科健診時に、フッ化物塗布と実施
・各乳幼児健診で歯科衛生士を配置し、ブラッシング指導を実施
・年1回、広報に歯の特集記事を掲載

乳幼児健診相談時にむし歯予防について健康教育を実施
お誕生日メッセージカード（1歳時、2歳時）を保健推進員に配布してもらいながら、家庭に声掛け
をしていただいている

・新生児訪問・6か月離乳食教室といった、乳児期から生活習慣と幼児期のむし歯について啓発
・3歳児歯科健診において、むし歯ゼロだったお子さんへの表彰と広報誌掲載
・1歳6か月児健診において保護者歯科健診実施

・食生活改善推進員によるむし歯予防に望ましいおやつの提供
・2歳幼児歯科健診において、3歳児歯科健診でむし歯なしの場合広報誌に顔写真を掲載するこ
とを伝える
相談や健診で歯科保健指導に歯科衛生士を複数配置して個別支援を行っている。
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栗原市

気仙沼市

南三陸町

３学齢期

①学校との連携のもと、児童生徒を対象とした歯科保健活動を実施していますか

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
はい 14 19 14 15 14 14 15
いいえ 22 17 21 20 20 19 19

②貴市町村における12歳児（中学1年生）の一人平均むし歯数をお答え下さい
(本)

市町村 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
仙台市 2.15 1.86 1.68 1.70 1.60 1.52 1.4 1.41
大和町 未把握 未把握 未把握 2.30 未把握 未把握 未把握 無回答
大郷町 未回答 未回答 未回答 未回答 未把握 未把握 わからない無回答
富谷町 未回答 未回答 未回答 0.40 未回答 0.3 0.43 無回答
大衡村 2.85 2.19 1.64 1.24 1.99 2 0.94 1.85
塩竈市 未回答 2.40 統計なし 統計なし 2.10 1.81 統計なし 無回答
多賀城市 未把握 未把握 未把握 未把握 未把握 未把握 未把握 未把握

松島町 男1.5
女1.7

男1.5
女2.3

2.25 未回答 男3.1
女3.0

1.99 1.48 1.16

七ヶ浜町 3.00 3.30 3.40 2.91 2.91 2.09 0.09 無回答
利府町 2.63 2.00 2.04 2.29 1.98 未回答 1.62 1.59
名取市 未把握 未把握 統計なし 2.70 2.04 1.93 1.85 2.13
岩沼市 未把握 未把握 未把握 未把握 未回答 未把握 未把握 未把握
亘理町 未把握 未把握 未回答 1.10 0.90 未回答 無回答
山元町 2.55 2.35 0.29 0.61 0.32 0.76 0.79 0.19
大河原町 未回答 未回答 未回答 2.01 1.96 1.3 1.2 1.08
村田町 2.68 3.05 3.25 2.60 2.21 2.57 無回答 2.38
柴田町 3.31 2.65 2.93 2.51 2.46 1.73 1.77 1.65
川崎町 未回答 0.70 3.67 未把握 2.99 1.43 2.26 1.43
白石市 2.53 2.41 1.65 2.29 1.82 1.37 1.37 1.31
蔵王町 3.50 3.00 3.05 0.25 2.10 0.5 2.16 1.69
七ヶ宿町 未回答 未回答 2.60 0.86 0.73 0.23 3 0.71
角田市 未把握 未把握 1.69 1.48 1.45 未把握 未把握 未把握
丸森町 1.50 1.24 0.93 1.09 0.91 0.94 0.64 0.66
石巻市 3.60 3.35 4.62 3.27 2.90 2.68 2.39 2.29
東松島市 未把握 未把握 未回答 2.20 1.77 0.98 1.2 1.85
女川町 未回答 未回答 3.24 未回答 未把握 2.81 ﾃﾞｰﾀなし 統計なし
大崎市 未回答 未回答 未把握 未回答 2.10 1.85 1.67 1.83
色麻町 1.76 2.26 0.20 1.70 2.00 1.7 0.9 0.36
加美町 未把握 未把握 不明 未回答 未回答 2.5 2.62 未把握
涌谷町 2.57 2.38 3.35 2.57 5.24 2.5 2.2 1.8
美里町 2.56 2.87 3.40 未回答 2.80 2.4 未把握 1.74
登米市 ﾃﾞｰﾀなし 2.60 2.46 2.70 2.30 2.3 ﾃﾞｰﾀなし 2.11

栗原市 未回答 未回答 2.71 男3.01
女3.12

男2.16
女2.51

男2.05
女2.07

男1.96・
女2.08

男1.70・
女2.11

気仙沼市 未把握 3.30 3.24 2.92 2.47 2.39 2.17 2.49
本吉町 4.30 2.90 3.90 3.90 3.30
南三陸町 未回答 未回答 3.89 3.68 2.68 2.33 2.33 1.5

町民に健康教育等で町の状況をお知らせし、むし歯予防に地域ぐるみで取り組んでいくよう啓発
している

・1歳6か月、2歳、2歳6か月、3歳6か月と、一人に4回のフッ素塗布の機会を設けている。
・早期からの意識づけとして、生後10～11か月育児相談において個別指導を実施
・個別の歯科保健指導の強化ということで、1歳6か月、2歳、2歳6か月、3歳児健診で間食や歯み
がき等むし歯予防に関する指導を実施
・生活および食生活全般に渡る指導も実施
・保護者の了解を得て、むし歯の無い子の顔写真を広報に掲載

妊婦歯科健診、妊婦教室、4か月児健診、離乳食教室、かみかみ教室において歯科保健指導を
実施してる
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４成人期・高齢期

①あなたの町（市・町・村）では歯周疾患検診を主とした成人歯科健診を実施していますか。

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
22 25 26 29 31 30 29
1 0 0 0 0 0 0
13 10 10 0 4 5 6

②歯周疾患検診の対象者について、何歳で実施しているかお答えください。（2012年回答）

市町村
仙台市
大郷町
塩竈市

多賀城市
松島町
利府町
名取市
岩沼市
山元町

大河原町
村田町
柴田町
川崎町
白石市
蔵王町
七ヶ宿町
角田市
石巻市

東松島市
女川町
大崎市
色麻町
加美町
涌谷町
美里町
登米市
栗原市

気仙沼市

南三陸町

歯周疾患検診に関しては、実施しないところは全
くと言っていいほど反応がない。実施していると
ころは年々、その対象範囲が広がっている。仙台
市においては結果にはないが２０歳での歯科検診
もおこなっている。受診率もほぼ横ばいである。
受診後の事後処置・指導を行っているところが少
ないのが気になる。

40.45.50.55.60.65.70歳（今年度は23年度に実施でき
なかったので41.46.51.56.61.66.71歳も対象とした）

40.50.60.70歳
30歳以上で申込者
30.40.50.60.70歳及び左記年令外で希望する方
31.40歳
40.50.60.70歳
40.50.60.70歳

40.50.60.70歳
40～70歳までの5歳きざみ
40.50.60.70歳の節目検診
40・50・60・70歳
40.50.60.70歳
40.50.60.70歳
40～70歳
40.45.50.55.60歳

40.50.60.70歳
50歳
41.51.61.71歳
40.50.60.70歳
40.50.60歳の節目に実施
40.50.60.70歳
30～70歳まで5歳きざみ
30～70歳まで5歳きざみ

毎年実施
毎年ではないが実施
実施していない

2012年

40.45.50.55.60.65.70歳
40.50.60.70歳
40.50.60.70歳

40.50.60.70歳
35歳以上
30.40.50.60.70歳
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③歯周疾患検診の実施方法について、当てはまるもの１つに○印をしてください。（複数回答あり）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
20 19 20 23 27 24 25
0 0 0 0 0 0 0
1 0 1 0 1 0 1
2 6 4 5 4 6 4

(％)
市町村 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
仙台市 6.9 9.7 9.9 8.5 9.6 8.9 9.5
大郷町 わからない 無回答
塩竈市 4.1 4.3 4.2 4.8 4.4 3.2
多賀城市 4.4 4.4 5.0 4.3 3.4 3.7 3.6
松島町 3.1 3.0 4.2 2.7 3.8 3.0
七ヶ浜町 97.0 8.3 91.0 98.0
利府町 7.3 4.9
名取市 12.7 12.2 13.0 11.5 11.5 10.6
岩沼市 3.6 5.0 9.1 10.5 8.7 9.8
亘理町 7.6 1.8 0.7 1.6 1.0 0.9 0.7
山元町 1.1 1.6 2.1 1.2 1.3 1.3 1.5 0.02
大河原町 1.9 2.4 2.8 3.0 3.9 3.3 8.1 9.0
村田町 3.5 7.1 0.6 8.3 4.4 2.2 5.6 4.1
柴田町 11.4 12.6 12.6 9.2 9.6 9.2 7.0 6.6
川崎町 5.9 5.1 1.4 5.0 2.3 1.6 2.0 20.3
白石市 13.4 12.2 12.8 13.7 13.7 11.6 11.0 10.4
蔵王町 10.1 3.1 1.5 7.0 10.2 8.8 5.8 5.05
七ヶ宿町 6.5 6.5 10.3
角田市 5.9 28.2 3.0
石巻市 7.7 3.3 5.0
東松島市 7.7 25.5 2.3 2.1 2.4 1.9 1.7
女川町 5.2 4.6 6.2 5.0 5.0 データなし 震災のため未実施

大崎市 2.6 2.4 1.7 1.7 1.2 1.1 1.47
色麻町 12.4 7.6
加美町 5.0 6.7 31.7 3.3 2.3 7.1
涌谷町 1.0 0.7 0.8 0.8 0.7 37.5 1.0 31.4
美里町 7.3 6.2 5.1 4.1 4.4

登米市 14.9 ①13.1
②50.7

13.7 12.3 10.1 12.4

栗原市 8.5 12.6 15.2 15.9
気仙沼市 6.9 8.8 3.5 7.6 8.6 7.9 8.1 8.5
本吉町 4.5 1.5 0.7 0.2 3.6
南三陸町 57.4 40.8 5.6 5.5 4.4 震災によりデータ流失 未実施
2007年登米市①31.40歳→医療機関委託、②20～64歳モデル地区総合健診において

⑤歯周疾患検診後の事後処置・指導「重点健康相談（歯周疾患）」は行っていますか。

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
はい 8 6 5 8 9 8 10
いいえ 16 20 20 21 22 22 19

⑥歯周疾患検診を実施していない理由を簡潔にお答えください。（2012年回答）

市町村
大和町
亘理町
丸森町

⑦今後の歯周疾患検診の実施予定についてお答えください。

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
22 25 27 28 29 28 28
4 1 2 4 1 3 1
9 8 7 4 4 4 5

対象者のしぼりこみ、効果的な実施方法などの検討をしていないため

従来どおり実施
今後実施
実施予定なし

大学に委託
健診専門機関に委託

その他

④歯周疾患検診の受診率についてお答えください。

理　由
他に優先する事業があり、スタッフの稼動及びマンパワーの確保等の問題
受診率が低いため、Ｈ24年度より早期予防の観点から妊婦歯科健診を実施したため

歯科医師会に委託
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市町村 開始年度 市町村 開始年度 市町村 開始年度

仙台市 12年度 柴田町 10年度 色麻町 22年度

塩竈市 無回答 川崎町 無回答 加美町 15年度

多賀城市 17年度 白石市 14年度 涌谷町 10年度

松島町 18年度 蔵王町 無回答 美里町 19年度
利府町 22年度 七ヶ宿町 20年度 登米市 18年度
名取市 18年度 角田市 22年度 栗原市 19年度

岩沼市 19年度 石巻市 21年度 気仙沼市 14年度

山元町 12年度 東松島市 無回答 南三陸町 18年年度
大河原町 14年度 女川町 無回答
村田町 16年度 大崎市 18年度

⑧歯周疾患検診の受診率向上の為に行っていることをお答えください（2012年回答）

市町村

仙台市

塩竈市

多賀城市

松島町

利府町

名取市

岩沼市
山元町

大河原町
村田町

柴田町

川崎町

白石市

七ヶ宿町

角田市

石巻市

東松島市

女川町

大崎市

色麻町 個別通知

・例年11月から実施していたが、今年度は10月から実施。期間延長を補足の健診期間を補足の
健診期間も含めて5か月間設定した
・市報によるお知らせ
・健康教室等での受診のすすめ

市報にて歯科健診に関する啓発記事を掲載し、あわせて歯科検診周知と受診勧奨を行ってい
る。

健診期間の見直し（開始時期や期間の延長）

健診ＰＲのためパンフレット作成し、保健推進員、食生活改善推進員等の研修会や地区健康教
室、おやこ食育教室等での啓発又、歯科医師会と協力しポスター作成して行政の窓口や地域コ
ミュニティ掲示板、特定健診のポスターとコラボして歯科医院をはじめ医療機関にも掲示して普
及啓発を図っている。健診を申し込んで受診しない人には、ハガキで受診勧奨を実施し、更に節
目年齢にはTEL勧奨も実施している。

・住民総合健診と同じ会場で実施し、受けやすい体制にする
・自己負担金なし（対象者は全員無料）

対象者全員に受診券等の個別通知を行っている他、ポスターやホームページ等で歯周病予防
に関する啓発を行っている。

対象者あての個別通知と歯科医師会へ検診案内の依頼
・検診期間中、広報掲載にて市民への周知

対象者全員へ個別
広報誌、健康教室でのＰＲ

・健康づくり事業等でのチラシ配布
・薬局、委託歯科医療機関、各自治センターにポスター掲示
・対象者へ個別通知（誕生月に通知）

受診券を送付する
受診票とともに啓発チラシやグッズの配布

・対象者全員に個別に案内や受診券を送付
・ポスター掲示や検診の実施について広報、ホームページに掲載

・対象者全員に個別通知して、受診を促している。
・広報で周知している。

広報紙におけるＰＲ
受診者への受診勧奨チラシの同封
町で実施する教室等でのPR

・市の広報
・災害ＦＭ「なとらじ」で周知
・幼児歯科健診時に保護者へ紹介
・保健センター、市内歯科医院へポスター掲示
・成人歯科健康教室時に周知

個別勧奨(全員に通知)
今年度より対象者全員に受診票を送付し、健診実施期間を延ばした

・検診申込者へ受診券送付時に歯周病予防についてのチラシ同封
･地域での健康教育・出前講座

広報への掲載
今年度から実施期間を延長（1か月→2か月）

内　容

従来どおり実施予定（2012年回答）
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加美町

涌谷町

美里町

登米市

栗原市

気仙沼市

南三陸町

⑨歯周疾患検診の個人データをどこが管理（所有）しているのかお答えください（複数回答可）

2012
0
27
0
1
2

５救急歯科医療

①休日の救急歯科医療が確保されていますか（複数回答可）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
2 4 5 9 8 7 6
18 20 20 19 19 18 19
1 1 2 1 1 1 2
0 1 0 0 0 0 0
5 3 2 1 2 3 4
10 7 6 6 5 6 6

行政（県）
行政（郡市区町村）
歯科医師会（県）

その他
歯科医師会（支部）

対象年齢の方へは申込の有無にかかわらず、歯周疾患のパンフレットを同封し受診票を送付し
ている。

40・50・60・70歳者への啓発パンフレットの配布
特定健診対象者への受健

特定健診の日程とあわせて実施している。
健診ＰＲのチラシを作成し、対象者全員へ同封している。

誕生月毎に対象者に細やかに受診券を配布
広報、ＨＰ、ポスターで周知

・対象者全員に通知、その際受診勧奨のパンフレットも同封
・各健康教室や組織において健康教育を実施
・健診期間中の前半の受診率を見て、低い場合は後半に再通知

個別通知、広報への掲載、再通知

地域の健康教室での啓発活動
町広報誌に掲載したり無線放送を活用して受診勧奨

はい（その他）
いいえ

はい（センター方式）
はい（在宅当番医方式）
はい（センター・在宅当番医併用）

はい（今後その予定がある）
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６歯科保健推進体制

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
27 29 28 29 28 29 31
4 4 6 4 4 3 3
1 0 0 0 0 2 0
4 2 1 0 1 1 1

②歯科保健活動を実施できる施設が整備されていますか

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
はい 25 24 26 26 25 24 23
いいえ 10 10 10 9 8 9 10

③貴市町村（行政職員として）に歯科医師はいますか

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
はい 2 4 2 2 2 2
いいえ 34 32 34 32 33 32

④歯科保健に携れる歯科医師はどこにどのようにして依頼していますか（複数回答可）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
0 2 2 1 2 2
31 34 33 30 29 31
3 4 2 1 1 2
6 4 4 6 4 2
1 2 1 1 1 1

⑤貴市町村（行政職員として）に歯科衛生士はいますか

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
はい 15 21 18 16 16 14 13
いいえ 17 14 18 20 19 21 22

⑥その歯科衛生士は十分活用されていますか歯科衛生士の人数と業務内容をお答え下さい（2012年回答）

市町村

仙台市

大郷町

多賀城市

松島町

利府町

名取市

岩沼市

大河原町

柴田町

川崎町

3名
事務職員として雇用のため、歯科保健業務には携わっていない。
乳幼児健診時に在宅歯科衛生士を臨時雇用し、指導をしてもらっている。

1名
非常勤職員（歯科保健事業全般）

大学関係
個人歯科医師

県歯科医師会

16名
歯科保健業務10名、市民健診業務1名、地域保健業務1名、福祉業務1名、医務業務2名

人数と業務内容

支部歯科医師会

はい
いいえ

予定している

行政歯科医師

その他

歯科保健推進体制に関しては、各機関
の連携は取れているようであるが、行
政職に歯科医師、歯科衛生士が少ない
のがいろいろと障害を生む原因となっ
ている。

1名
歯科保健指導業務

4名※但し全員非常勤
2.乳幼児期⑪で示している事業

2名。市が名取市歯科保健事業所(保健ｾﾝﾀｰ内)に歯科保健事業全般を委託
訪問歯科診療事業、訪問口腔ケア事業、マタニティセミナー、幼児歯科健診、保育所・幼稚園歯
科指導、小学校への歯の授業、育児サークルへの母子歯磨き教室、老人会・町内会・仮設住宅
への歯科健康教室

5名※臨時職員（退職する方がいるため、引継ぎもあり昨年より増、実質各健診に出ていただけ
るのは2～3名）
各幼児歯科健診において、診察介助、ブラッシング指導、個別相談

1名
・健康推進事業推進評価に関すること
・歯科保健事業全般に関すること

1名
歯科保健事業全般とその他の保健事業

2名
乳幼児健診、二次予防教室、一次予防教室、、歯周病予防検診、各学校の歯科保健事業、町
内幼稚園・こども園・児童教室の歯科保健指導

①歯科保健を推進するために各地区歯科医師会、保健所、行政機関等との連携は確立していますか
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石巻市

大崎市

涌谷町

栗原市

気仙沼市

2名
歯科保健全般

2名※その他、在宅歯科衛生士4名を各種事業に雇い上げしている。
常勤2名のうち1名は健康推進分野を担当し、乳幼児健診や成人・高齢者等への指導、歯周疾
患健診の受診勧奨やデータ処理、地元歯科医師会との連絡調整等を担当。
もう1名は介護予防分野を担当し、主治医意見書に関する業務と特定高齢者への口腔機能向上
事業を担当。

1名
歯科保健業務全般
・妊婦歯科健診、乳幼児歯科健診（4か月児、1歳6か月児、2歳6か月児、3歳児）、フッ化物塗布
事業、歯周疾患検診、在宅訪問歯科健診、訪問口腔衛生指導、歯科休日診療、健康支援事業
等

3名（正規職員2名、嘱託職員1名）歯科保健業務全般

1名
母子保健事業、成人保健、老人保健での歯科保健業務
老人保健施設での新予防給付、口腔機能向上事業
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